
 

 

 

 

 

 

 

１ 日 時  平成２９年１１月１７日 １０：５０～１１：４０ 

２ 学 年  第１学年２組 （男子１８名 女子１８名 合計３６名） 

３ 場 所  新館２Ｆ 社会科教室 

４ 単元について 

○ 本単元は，中学校指導要領 歴史的分野（２）古代までの日本（イ）「律令国家の確立に至る

までの過程，摂関政治などを通して，大陸の文物や制度を積極的に取り入れながら国家の仕組みが整

えられ，その後，天皇や貴族の政治が展開したことを理解させる。」を受けて設定されている。 

この単元は，古代までの日本の歴史において，聖徳太子の政治改革，飛鳥文化，大化の改新，壬申

の乱，大宝律令，平城京といったキーワードを通して，律令国家の確立に至るまでの過程を理解させ

る構成となっている。 

○ 本学級の生徒は，男子１８名，女子１８名の学級である。授業の中でのペア活動や班での活動

は意欲的に参加することができる。以下の表は，９月に実施した授業アンケートの結果である。 

よく やや 計 あまり まったく 計

課題設定
授業では，解決しようとする課題について，「たぶんこうではないか」，
「こうすればできるのではないか」と予想しています。

25.0% 44.4% 69 .4% 25.0% 5.6% 30.6%

授業では，課題を解決するために，進んで，資料を集めたり取材をした
りしていますか。

5.6% 50.0% 55 .6% 38.9% 5.6% 44.4%

授業では，課題を解決するための情報を集める前に，どのような方法
だと必要な情報を集めることができるのかを考えています。

13.9% 52.8% 66 .7% 25.0% 8.3% 33.3%

その他
授業では，友だちと話し合うなどして，自分の考えを深めたり，広げた
りしています。

50.0% 36.1% 86 .1% 11.1% 2.8% 13.9%

あてはまる あてはまらない

情報の収集

 

この結果から，友だちと話し合うなどして，自分の考えを深めたり，広げたりすることは得意な活

動である。課題としては，授業で課題を解決するために，進んで資料を集め情報を収集することが苦

手である。そのため，得意な班活動を通じて，資料を読み取って班員と考察し，それをまとめて表現

することで，課題解決につなげていきたいと考えている。 

○ 指導に当たっては，飛鳥時代になって天皇中心の政治制度を整えようとした聖徳太子の政治や，

聖徳太子の没後，蘇我氏の独裁的な政治に対して新しい支配の仕組みを作る改革（大化の改新）に関

わる学習を終えた後，更に古代の国づくりについて探求学習を設定したい。ここで設定する探求学習

では，古代史上最大の敗戦である白村江の戦いの後，しまなみ海道に「まぼろしの防衛ライン」が築

かれたという物語を切り口として，生徒の興味・関心を高める。 

白村江の戦いの結果，いつ唐が攻めてくるか分からないという国家的な危機の中で，中大兄皇子を

中心とする当時の人々が何を考え，どう行動したのか，複数の資料を読み取り，情報を集め考察する

場面を設ける。このことにより情報活用能力の育成を図る。最終的には，古代国家の形成において必

要だったことに関して，複数の資料を関連づけながら，根拠を明確にして述べることで，本校が目指

している「コミュニケーション能力」「表現力」の育成を図る。 

社会科 第１学年 尾道市立日比崎中学校 指導者 川嶋 新平 

   
 
 
 
 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力 （教科）情報活用能力（学校）表現力，コミュニケーション能力，主体性 

「（歴史）飛鳥時代」 
 Deep Impact 国難！～白村江の敗戦がもたらしたもの～ 
 （南アメリカ州のアマゾン熱帯林開発をきかっけに地球温暖化について考える） 



５ 学校が育成を目指す資質・能力 

本校が教育課程全体を通じて育成を目指す資質・能力は，「表現力，コミュニケーション能力，主

体性」である。この目指す資質・能力を育成するためには，各教科，領域等の授業における「展開場

面」において，生徒が主体的に活動している時間の質と量を高めることが重要である。更に，生徒が

主体的に活動するためには，「強い問題意識と達成欲求を抱かせる課題設定」が不可欠であると考え，

研究を重ねている。 

本題材においても，「解決したい」或いは「達成したい」学習課題を設定し，学習班で考えを何度

も練り直させ，思考したことをミニホワイトボードに表現した後全体へ発表させるスタイルをとって

いる。 

 資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３ 

知
識
・
ス
キ
ル 

授業の展開の場面で（ミニホワイトボード等を使用して） 

表現力・ 
コミュニケー
ション能力 

（話す） 
自分の考えや意見を，自
分のことばで，表現する
ことができる。 

わかりやすく（伝える） 
自分の考えや意見を，わ
かりやすくまとめ，自分
のことばで，表現するこ
とができる。 

（説得する） 
自分の考えや意見を，わ
かりやすくまとめ，目的
や場に応じて，適切な方
法で，表現することがで
きる。 

（聞く） 
相づちを打ちながら，途
中で口をはさまず，聞い
ている。 
 

（聴く） 
話の組み立て構造を考え
ながら，相手の意図や要
点を整理しながら，聴く
ことができる。 

（訊く） 
相手の考えについて根拠
の信頼性を判断しなが
ら，訊くことができる。
話された内容と自分の意
見をふまえて疑問点を明
確にし，相手にたずねる
ことができる。 

聞いて質問することがで
きる。 
（やりとり 1回） 

さらに深めた質問ができ
る。 
（やりとり２回） 

質問の後に自分の意見を
述べ，内容を深めること
ができる。 
（やりとり３回以上） 

意
欲
・
態
度 

主体性 
課題に対して，自分の考
えを持ち，取り組もうと
している。 

課題に対して，自分の考
えを持ち，自ら進んで，
取り組もうとしている。 

自ら課題を見つけ，自分
の考えを持ち，よりよい
方法を選択し，自ら進ん
で，取り組もうとしてい
る。 

６ 単元目標 

 ○ 聖徳太子の政治，大化の改新などについて，小学校での学習の単なる繰り返しにならないよう

に留意し，その学習内容を有効に活用しながら，我が国が律令国家として形づくられていったことを

追究させる。これを基に，白村江の敗戦がもたらしたものについて取り上げ，律令国家の確立に至る

までの過程についての理解をさらに深める。 

７ 単元の評価規準 

社会事象への関心・意欲・態度 社会的な思考・判断・表現 資料活用の技能 社会的事象についての知識・理解 

古代までの歴史的事

象に対する関心を高め，

意欲的に追究し，古代ま

での特色を捉えようと

するとともに，古代まで

の文化遺産を尊重しよ

うとしている。 

律令国家の確立に至

るまでの過程について

多面的・多角的に考察

し，その過程や結果を適

切に表現している。 

律令国家の確立に至

るまでの過程に関する

様々な資料を収集し，有

用な情報を適切に選択

して，読み取ったり図表

などにまとめたりして

いる。 

大陸の文物や制度を

積極的に取り入れなが

ら国家の仕組みが整え

られ，その後，天皇や貴

族の政治が展開したこ

とを理解し，その知識を

身に付けている。 



８ 指導計画（全４時間） 

９ 本時の展開 

（１）本時の目標 

 ○いつ唐が攻めてくるか分からないという国家的な危機の中で，中大兄皇子を中心とする当時の

人々が何を考え，どう行動したのかという日本防衛のストーリーを，複数の資料を関連づけなが

ら述べることができる。 

（２）本時の評価規準 

・日本防衛のストーリー（古代の国づくり）について，根拠を明確にしながら，複数の資料を関

連づけて述べることができる。（思考・判断・表現力） 

・国家的な危機の中で，当時の人々が何を考え，どう行動したのか，複数の資料を読み取り，情

報を集め考察することができる。（技能） 

（３）準備物 

  ・教科書・ワークシート・資料・ＰＣ・ＴＶ・ホワイトボード・ミニホワイトボード×９

過 
程 

次 学習内容（時数） 

観 点 評  価 

関
意
態 

思
判
表 

技 知
理 評価規準 

資質・能力（評価
方法） 

プロローグ（単元を貫く問い） 古代の日本は，どのようにして国づくりが進んでいったのだろう。 

課
題
の
設
定 

１ 

聖徳太子の政治改

革 

（１時間） 

   

◎ ◎聖徳太子の目指した国の姿につ

いて，さまざまな制度や文化を通

して，理解している。 

【主体性】 

（ワークシート） 

２ 
大化の改新と白村

江の戦い 

（１時間） 

◎ 

 ○  

◎白村江の戦いについて関心を持

ち，意欲的に追求しようとしてい

る。 

○白村江の戦いの想像図や，当時の

唐と日本の制度を比較し，日本が

置かれた状況について読み取る

ことができる。 

【主体性】 

（ワークシート） 

情
報
収
集
・
整
理
分
析
・
表
現 

３ 

国家的な危機の中

で，当時の人々が何

を考え，どう行動し

たのかという日本

防衛のストーリー

を，複数の資料を関

連づけながら述べ

ることができる。 

【本時 １／１】 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

〇  

◎日本防衛のストーリー（古代の国

づくり）について，根拠を明確に

しながら，複数の資料を関連づけ

て述べることができる。 

〇国家的な危機の中で，当時の人々

が何を考え，どう行動したのか，

複数の資料を読み取り，情報を集

め考察することができる。 

【情報活用能力】 

【表現力】 

【コミュニケー

ション能力】 

（ グ ル ー プ 活

動・発表） 

実
行
・
振
り
返
り 

４ 
律令国家の成立 

（１時間） 
 

 

 
 

◎ 

 

 

◎大化の改新から律令国家の成立

に至るまでの過程ついて理解して

いる。 

【主体性】 

（ワークシート） 

エピローグ（単元を貫く問いの解決） 

 古代においても，対外勢力の影響なしに国づくりを語ることはできない。日本も対外勢力からの圧力

を受け続けてきた。危機を放置すれば，国は滅びてしまう。自分たちの国を守るためには，短期間で国

の制度を整え，対外勢力と対等に立場に立つことが求められた。古代の日本においては，国をまとめる

中心として，天皇の役割が大きくなっていったのである。 



（４）学習の流れ（３時間目／全４時間） 

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

（◆「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手だて）  

評価規準〔観点〕 

★資質・能力（評価方法） 

１ 既習事項の確認。 

倭国が置かれた状況につい

て確認する。 

◇既習事項を確認させる。 

◆視覚資料を用意し，既習事項を思い出さ

せやすくする。 

 

 

 

 

白村江の戦い想像図 

 

 

 

２ 本時の課題に至る発問を投げかける。 

発問に答える。 

「なぜ日本は唐に征服され

なかったのだろうか？」 

◇生徒２，３名を指名する。 

 「日本が唐に勝ったから」 

 「唐がやってこなかったから」 

 

３ 本時の課題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の資料を確認する。 

資料１～７までの内容を確

認する。 

◇白村江の戦いから５０年の間に整備され

たものを黒板に提示し，１つ１つ，簡潔に

確認していく。 

提示する資料の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ねらいを確認する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

ねらい：古代の日本の国づくりについて，資料をもとに説明できる。 
 

学習課題：Deep Impact 国難！～白村江の敗戦がもたらしたもの～ 
     複数の資料をもとに，日本防衛のストーリーを考え，説明しよう。 



 

 

６ 情報を整理・分析し,課題解決をする。 

白村江の戦いから５０年の

間に整備されたものを資料

から読み取り，各班で，倭国

にとって，なぜそのような変

化が必要だったのか仮説を

立てる。（グループ活動） 

◇国家的な危機の中で，当時の人々が何を

考え，どう行動したのかという日本防衛の

ストーリーを，複数の資料を関連づけて考

えさせる。 

◇複数の資料を，できるだけ多く組み合わ

せて説明するようにさせる。 

◆なぜ，それが作られたのか，資料と資料

の間をつなぐストーリーを想像させる。 

 

・国家的な危機の中で，

当時の人々が何を考え，

どう行動したのか，複数

の資料を読み取り，情報

を集め考察することが

できる。〔資料活用の技

能〕 

【行動観察・ワークシー

ト】 

★情報活用能力 

【ワークシート】 

７ 課題解決について発表をする。 

仮説をまとめてミニホワイ

トボードで発表する。（グル

ープ活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇発表の仕方，聞く姿勢について確認しな

がら進める。 

・日本防衛のストーリー

（古代の国づくり）につ

いて，根拠を明確にしな

がら，複数の資料を関連

づけて述べることがで

きる。〔社会的な思考・

判断・表現〕 

【行動観察・発表】 

★表現力，コミュニケー

ション能力 

【発表】 

 

８ 本時のまとめ。 

教師のまとめを聞く。 

 

◇生徒が発表したことを活用しながら，ま

とめる。 

「対外勢力に対抗するために制度を整え，

国力をつけたことで，対外勢力も簡単には

やって来ることができなかったのである」 

 

９ 本時を振り返り,次時につなげる。 

振り返りを書く。 ◇本時の学習課題にそった振り返りを行う

ように促す。 

◇本時を振り返り，次時につなげる。 

 

生徒の振り返り 
・白村江の戦いで敗北したことをきっかけに，何とかして国を守ろうと様々なものが作られた

ことがわかった。古代の日本というは，良い意味でも悪い意味でも，外国の影響を抜きに語る

ことができないのだと思った。 

Ａ 資料７から朝鮮式山城を築いたことがわかり，唐・新羅連合軍が倭国に攻

め込んで来られないように防衛していたのだろう。その時に，兵をすぐに移動

させたり，命令を素早く各地に伝えたりするため，資料６のような道路が使わ

れたのではないだろうか。その中心として資料１のような大きな都をつくり，

国の指揮命令系統をはっきりさせ，唐に負けない国になろうとしたのだろう。 
Ｂ 資料７から朝鮮式山城を築いたことがわかり，唐・新羅連合軍が倭国に攻

め込んで来られないように防衛していたのだろう。その時に，兵をすぐに移動

させたり，命令を素早く各地に伝えたりするため，資料６のような道路が使わ

れたのではないだろうか。 
Ｃ 資料７から朝鮮式山城を築いたことがわかり，唐・新羅連合軍が倭国に攻

め込んで来られないように防衛していたのだろう。 



ねらいに対する評価規準を示すルーブリック（パフォーマンス評価） 

尺度（評点・レベル） 記述語 

A（理想的） 白村江の敗戦をきっかけとした，日本防衛のストーリー（古代日本の国づくり

について）を３つ以上の資料を関連づけて説明できている。 

B（合格） 白村江の敗戦をきっかけとした，日本防衛のストーリー（古代日本の国づくり

について）を２つ以上の資料を関連づけて説明できている。 

C（乗り越えさせた

い実態） 

白村江の敗戦をきっかけとした，日本防衛のストーリー（古代日本の国づくり

について）を１つの資料からしか説明できていない。 

 

（５）板書計画 

 

単元：飛鳥時代 
ねらい：古代日本の国づくりについて，資料をもとに説明できる。 
学習課題：Deep Impact 国難！～白村江の敗戦がもたらしたもの～ 
     複数の資料をもとに，日本防衛のストーリーを考え，説明しよう。 
 


